
 

 

 

平成２８年度 第１回江南市文化財保護委員会に関する議事録 

 

● 日時 平成２８年５月２６日（木） 午前１０時～１１時 

 

● 場所 江南市役所 第３委員会室 

 

● 出席者 出席委員 ７名 

長谷川 公茂 

長谷川 良夫 

赤塚 次郎 

丹羽 威光 

谷田 潔 

小沢 捨雄 

佐藤 豊三 

 

● 欠席者 

鈴木 重喜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■議事 

委嘱状の交付 

 

教育長あいさつ 

 

委員長の選出 

 

委員長あいさつ 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員の互選により長谷川 公茂委員を委員長に選出 

 

 

 

報告事項（１）重要文化財正堂保存修理工事（屋根葺替等）について

事務局より説明をお願いします。 

 

「重要文化財正堂保存修理工事（屋根葺替等）について」を説明 

 

市の補助金はいくらですか？ 

 

平成２８年度は４，５００，０００円で全体では２５，１１７，００

０円です。 

 

補助率は決まっているのか？ 

 

国の補助率の基本は５０％で、事業者の財政状況により加算率があり

ます。曼陀羅寺の場合、２５％加算で７５％の補助です。 

県の補助率の基本は１０％ですが、県の財政事情により現在は基本の

補助額に０．７を乗じた金額になっております。 

市の補助率は補助対象経費から国の補助金と県の１０％で計算した

補助金を引いた額の５０％を補助しています。 

 

毎年冬に曼陀羅寺境内で文化財保護防火訓練を実施しているが、工事

中は実施できるのか？ 

 

曼陀羅寺、工事施工者、監理者、消防署と協議の上、決めていきます。 

他の文化財のある場所では消防車が何台も入ることができないので、

曼陀羅寺で実施する方向で進めて行きたいと考えております。 

 

他にご意見、ご質問もないようですので、次に（２）登録文化財 滝

学園本館・講堂を活用した地域活性化事業について事務局より説明

をお願いします。 

 

 



事務局 

 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 
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「登録文化財 滝学園本館・講堂を活用した地域活性化事業につい

て」を説明 

 

この事業をおこなった他の小学校ではどのように地域活性化につな

げているのか？ 

 

他の小学校では、休日や夜間などに一般を対象にした公開講座を開催

したり、見学コースを設けて公開して文化財への理解を深め、地域

一体となって文化財を守っていく活用計画を策定しています。 

 

公開も大切だが、保護・保存に支障をきたさないようにしなければな

らない。 

 

他にご意見、ご質問もないようですので、次に（３）県指定文化財 宮

後八幡社本殿保存修理工事について事務局より説明をお願いしま

す。 

 

「県指定文化財 宮後八幡社本殿保存修理工事について」を説明 

 

写真で見る限り、劣化の進行が少し早いように思う。檜皮葺屋根は日

当たり具合で劣化の進行が変わってくる。日当たりが良すぎてもダメ

で、周辺の樹木を切りすぎるのは良くない。 

また、２０年前というのは全国的に檜皮の質が悪い時期だったので、

劣化も早くなったのではないか？ 

 

他にご意見、ご質問もないようですので、次に（４）平成２８年度文

化財保護関連予算について事務局より説明をお願いします。 

 

「平成２８年度文化財保護関連予算について」を説明 

 

ただいま、事務局から説明がありましたが、委員の皆さん、何かご意

見、ご質問はございますか。 

 

【質疑なし】 
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ご意見、ご質問もないようですので、協議事項（１）市指定文化財建

造物保存修理の取扱いについて事務局より説明をお願いします。 

 

「市指定文化財建造物保存修理の取扱いについて」を説明 

 

工事現場では第三者が口を挟むことができない。監修者として工事に

関わることができれば助言させていただく。建造物は一旦、欠陥工事

を行うとなかなか直すことができなく、しっかりとした修理方針を決

めることが重要である。 

 

美術工芸品の場合、修理業者は経験のある業者をしっかり選定する。 

修理をする際に第三者である監修者を入れること、経験のある業者を

選定することも大切だが、日常の管理も重要である。管理マニュア

ルのようなものを策定したり、指導をすることも必要なのではない

か？ 

 

委員の皆さんの意見を事務局で整理し、方針の案を作成していきま

す。 

 

他に何かご意見・ご質問はございますか。 

 

 

【質疑なし】 

 

ご意見、ご質問もないようですので、これにて文化財保護委員会を終

了します。 

 

 

≪平成２８年度 第１回江南市文化財保護委員会 終了≫ 

 


